
そ	の昔
むかし

、ダンキンという ロバの 子
こ

が 
	いました。ダンキンは、大

おお

きな 農
のう

場
じょう

の 		
	快

かい

適
てき

な 納
な

屋
や

に 住
す

んでいました。明
あか

るくて
快
かい

活
かつ

な ロバだったので、ほかの 動
どう

物
ぶつ

たちは 
ダンキンが そばに いるのを 楽

たの

しんでいました。
ダンキンは、自

じ

分
ぶん

が 恵
めぐ

まれている すべての ものを、
日
ひ

ごろから イエス様
さま

に 感
かん

謝
しゃ

していました。
　たとえば、雨

あめ

に ぬれないで 眠
ねむ

れる 快
かい

適
てき

な 
納
な

屋
や

。いつも たっぷりの 愛
あい

情
じょう

を 注
そそ

いでくれる、
やさしくて 思

おも

いやりの ある 両
りょう

親
しん

。動
どう

物
ぶつ

仲
なか

間
ま

や 
農
のう

場
じょう

主
ぬし

の 娘
むすめ

の サラ。そして、サラは ダンキンと 
いっしょに 遊

あそ

んでくれ、背
せ

中
なか

を かいてくれる ことも 
あります。ダンキンは、その すべてを うれしく 
思
おも

っていました。
　そして、今

こん

夜
や

は 格
かく

別
べつ

に 幸
しあわ

せな 気
き

分
ぶん

でした。
明
あした

日は、農
のう

場
じょう

の 近
ちか

くの 大
おお

きな トウモロコシ畑
ばたけ

に 
行
い

けるからです。



　けれども 次
つぎ

の 日
ひ

の 朝
あさ

、
ダンキンは、雷

かみなり

の 音
おと

と、納
な

屋
や

の 
屋
や

根
ね

に はげしく 打
う

ちつける 
雨
あめ

の 音
おと

で 目
め

を 覚
さ

ましました。
　（あ～あ！　雨

あめ

だ！　何
なん

で

今
きょう

日に かぎって 雨
あめ

が 降
ふ

らなく
ちゃ いけないんだ？　楽

たの

しい 
日
ひ

に なるはずだったのに、
納
な

屋
や

の 中
なか

に いなくちゃ 
いけないなんて！）

　その時
とき

 ダンキンは、物
もの

事
ごと

が
思
おも

い通
どお

りに いかない 時
とき

に 
お父

とう

さんが 言
い

っていた ことを 
思
おも

い出
だ

しました。「何
なに

かが 
期
き

待
たい

通
どお

りに ならなくて、

すねて しまいたくなる
時
とき

には、その 状
じょう

況
きょう

を 
前
まえ

向
む

きに 見
み

られる
ように、イエス様

さま

に 
助
たす

けを お願
ねが

いして
ごらん。自

じ

分
ぶん

たちが 
どんなに 祝

しゅく

福
ふく

されて
いるかを わすれて 
不
ふ

平
へい

を 言
い

っていると、
イエス様

さま

は 悲
かな

しまれる。
だが、すべての 良

よ

い 
ものを イエス様

さま

に 
感
かん

謝
しゃ

するなら、
イエス様

さま

は おまえを 
祝

しゅく

福
ふく

し、満
み

ち足
た

りた 
気
き

持
も

ちに して
くださるんだ。」
　ダンキンは、感

かん

謝
しゃ

し 
賛
さん

美
び

できるように、
イエス様

さま

に 助
たす

けて
もらう ことに しました。



　「イエス様
さま

、今
きょう

日は 外
そと

に 出
で

て 野
の

原
はら

で 遊
あそ

べない
けど、この 状

じょう

況
きょう

の 良
よ

い 面
めん

を 見
み

られますように。・・・
この 雨

あめ

を 感
かん

謝
しゃ

します。雨
あめ

が ふれば 作
さく

物
もつ

が よく 
育
そだ

つので、農
のう

場
じょう

主
ぬし

の サマーズさんたちが とても 
喜

よろこ

びます。そして、雨
あめ

が ふった 後
あと

には アヒルたちの 
池
いけ

の 水
みず

が いっぱいに なる ことも 感
かん

謝
しゃ

します。
それから、納

な

屋
や

の 中
なか

で ほかの 動
どう

物
ぶつ

仲
なか

間
ま

たちと 
楽
たの

しい ゲームが できる ことも、感
かん

謝
しゃ

します。」と、
ダンキンは 祈

いの

りました。
　ダンキンが 納

な

屋
や

の 中
なか

を 歩
ある

き回
まわ

っていると、
ブタの ファッジと ボブが 近

ちか

寄
よ

って来
き

ました。
　「ダンキン、ぼくたちと いっしょに ゲームを 
しないか？」　ブタたちは、子

こ

馬
うま

の アーノルドと 
子
こ

羊
ひつじ

の ハリエットと モリーも よんで、納
な

屋
や

の 中
なか

で 
いっしょに かくれんぼを しようと していたのです。
　「うん、やろう！」と、ダンキンは 答

こた

えました。
　２時

じ

間
かん

も 遊
あそ

んだころでしょうか。納
な

屋
や

に 入
はい

って
来
き

た サラも いっしょに かくれんぼを 始
はじ

めたので、
ますます 楽

たの

しくなりました。遊
あそ

び 終
お

わると、サラが 
持
も

ってきてくれた おいしい りんごを 食
た

べました。



教
きょう

訓
くん

：気
き

落
お

ちした 時
とき

には、元
げん

気
き

を 出
だ

せるように、わたしに 助
たす

けを 求
もと

めなさい。
そうすれば、気

き

分
ぶん

を よくしてあげよう。ほほえみ、楽
たの

しく 過
す

ごせるように してあげるよ。
たとえ 物

もの

事
ごと

が 思
おも

い通
どお

りに いっていなくてもね。－－ イエス

暗
あん

記
き

するための 聖
せい

書
しょ

の 節
せつ

わたしは あらゆる 時
とき

に 主
しゅ

を ほめたたえる。（新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん
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　まもなく、ダンキンの 
お父

とう

さんが みんなの 遊
あそ

んで
いる ところに やって来

き

て 言
い

い
ました。「なあ、ダンキン。雨

あめ

が 
やんで、晴

は

れてきたな。農
のう

場
じょう

主
ぬし

の 
サマーズさんが わしらを よびに 
来
き

たぞ。トウモロコシ 畑
ばたけ

に 
行
い

けるって いう ことだ。」
　ダンキンは 大

おお

喜
よろこ

びです。
「やったー！　賛

さん

美
び

すれば、
イエス様

さま

が 喜
よろこ

んで くださるって
わかってたよ。だから、イエス様

さま

は
祝

しゅく

福
ふく

して くださったんだ！　
トウモロコシ畑

ばたけ

に 行
い

けるだけ
じゃ なくて、ほかの 動

どう

物
ふつ

たちや 
サラとも いっしょに 遊

あそ

べて 
楽
たの

しかったよ。イエス様
さま

、
感
かん

謝
しゃ

します！　イエス様
さま

は 
最
さい

高
こう

だね！」


